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１．概要（Summary） 

プラスチック金メッキとは、プラスチック製品の装飾方法

のことで、プラスチック製品の表面に金属光沢を持たせる

ために金属化され、通常は薄い金属導電層を無電解めっ

きさせる。また、金属のみの部品と比較して、一般的に軽

量化やコストダウンの面で有利な場合が多い。 無電解め

っきは、非導電性材料（プラスチックなど）をめっきする方

法の 1つである。酸化還元などの化学反応をもとにめっき

を成膜するため不導体の表面にもめっきを生成できるとい

う特徴がある。そこで、プラスチック材料の一つであり無電

解めっきによく使用されるABS（アクリロニトリルブタジエン

スチレン）の造形物を作製し、表面を無電解めっき施した。 

次に、造形物のめっき面を観察した。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

 ・FE-SEM(S-4800) 

 ・インラインモニター用 超高分解能電界放出型 走査

電子顕微鏡 （SU8240） 

  

【実験方法】 

 Fig. 1 に示すような溶解された ABS（acrylonitrile 

butadiene styrene）を用いて、造形物を作製した。作製

した造形物の表面を FE-SEM（S-4800）等で観察した。 

 次に、作製したABS造形物に対してめっきを施し、その

表面を同様に FE-SEM（S-4800）等で観察した。  

 

  

Fig. 1  Dissolved state of ABS 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

FE-SEM を用いて観察した結果、ABS造形物表面上に

めっきが見られたが、金属膜の様子が良くなかった。 

本年度の研究でまとまらなかったが、SEM による観察を

続けて、ＡＢＳ造形物表面に均一なめっき条件の研究を行

っていく所存である。 
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